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【代表インタビュー】

21世紀文明学への視座
�• 新たなドラッカー研究に向けて

上田惇生
（本会代表）
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	Í�>　ドラッカーの考え方を継ぎ発展させることに意味があると思う．この活
動に意味を感ずる人々は非常に多くいる．

組織の生成とは人為的でありながら，自然的でもある．ドラッカー学会にも
原型はあった．2003年4月からドラッカー作品の読書会が開かれていた．その
ようなものがあるということが，日本のドラッカー学会設立の契機になってい
た．札幌の地で行われていたささやかな試みが種子だった．

ドラッカー学会は今なおささやかな存在である．文明を担うのに大仰な理屈
は必要ない．少し目線を上にあげればよいだけだ．なすべきことがあり，なす
人がいる．それだけで十分である．すべて名もなきささやかな活動である．

会に集う方々に共通するのは，すべてがドラッカーに励まされていることで
ある．端的に言えば，「文明の担い手はあなたである」というメッセージを受け
取っている人たちである．文明の担い手は，貴族でも軍人でも政治家でもない．
ふつうの新入社員，中堅，課長，部長，社長である．そのようなささやかな人々
が世の中をつくっている．

ささやかながらも，大いなるものに連なり，それを担うというメッセージに
共鳴する人々がドラッカー学会に集まっている．産業活動に携わる営みの1つ
ひとつが，確実に文明を前に進めていく．

このメッセージはさらにもっと多くの人々を動かしうるものと思う．
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	Í�> 　21世紀におけるドラッカーの位置づけ，そして意味を探すのはこれか
らである．現在わかっていることは，ポストモダンの論者であったこと，すな
わちLandmarks of Tomorrow（1957）の著者としてのドラッカーである（『テクノ
ロジストの条件�• ものづくりが文明をつくる』ダイヤモンド社に収載）．

ドラッカーは，ポストモダンには言葉がないといいつつ，言葉でそれを書い
た稀有な才能を持つ思想家であった．世界観の変化の書き手であり，社会生態


